
番号 施  設  名

指定緊急避難場所指定緊急避難場所指定緊急避難場所指定緊急避難場所
電話番号

番号 施  設  名

津波避難場所・津波避難ビル津波避難場所・津波避難ビル津波避難場所・津波避難ビル津波避難場所・津波避難ビル

番号 施  設  名 電話番号

指  定  避  難  所指  定  避  難  所指  定  避  難  所指  定  避  難  所

能代厚生医療センター

秋田しらかみ看護学院

ねむの木苑
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3

2

3
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7
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19

22

23

25

26

27

28

29

30

32

33

34

35

36

38

46

47

48

49

50

渟城南小学校グラウンド

第四小学校グラウンド

能代第一中学校グラウンド

能代第二中学校グラウンド

能代松陽高等学校グラウンド

能代高等学校グラウンド

旧能代北高等学校

中央公民館広場

能代公園

井坂街区公園

大正町街区公園

萩の台街区公園

昭南町街区公園

花園街区公園

出戸街区公園

出戸小街区公園

明治町街区公園

大瀬街区公園

向能代小学校グラウンド

東雲中学校グラウンド

竹生小学校グラウンド

朴瀬小学校グラウンド

旧日影小学校グラウンド

向ヶ丘街区公園

浅内小学校グラウンド

能代南中学校グラウンド

第五小学校グラウンド

能代東中学校グラウンド

崇徳小学校グラウンド

52-5329

52-3239

52-2227

52-5138

89-2021

54-2230

89-2123

54-8141

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

89-2197

52-6249

52-5119

89-1343

52-2725

73-2757

89-2197

52-4715

52-6452

58-2178

58-3050

58-5004
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14
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21

22
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24
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28

29

32

36

渟城西小学校

渟城南小学校

第四小学校

能代第一中学校

能代第二中学校

能代松陽高等学校

能代高等学校

能代工業高等学校

能代ふれあいプラザサンピノ

文化会館

勤労青少年ホーム

広域交流センター

向能代小学校

東雲中学校

能代西高等学校

向能代地域センター

竹生小学校

浅内小学校

能代南中学校

南地域センター

第五小学校

能代東中学校

扇淵地域センター

おとも苑

崇徳小学校

檜山地域センター

鶴形地域センター

朴瀬小学校

52-2237

52-5329

52-3239

52-2227

52-5138

89-2021

54-2230

52-4148

89-5530

54-8141

55-1585

54-5300

52-6249

52-5119

52-3218

52-6318

89-1343

52-4715

52-6452

89-2324

58-2178

58-3050

58-3100

58-5295

58-5004

58-3101

58-3211

52-2725

「この地図の作成に当たっては、 国土地理院長の承認を得て、 同院発行の基盤地図情報を使用した。 （承認番号　平 28 情使、　第 648 号）」

想定される地震と
　　　　　　　津波の浸水範囲

　 最大クラスの津波想定は､現在

の科学的知見を基に国の｢日本海

における大規模地震に関する調査

検討会｣が公表した４断層に､秋田

県独自断層 （海域 ABC 連動及び

AB 連動）を加え設定したものです。

　 この地震による津波の浸水想定

を示していますが､これよりも大きな

地震が発生する可能性もあります。

自分の置かれた状況下で、 最善

の行動をとることが重要です。

津波影響開始時間

約２３分

津波影響開始時間

約１３分

津波影響開始時間

約１５分

津波影響開始時間

約８分

津波影響開始時間

約１２分

津波影響開始時間

約１５分

青森県

岩手県

山形県

秋田県

海域Ａ

海域Ｂ

海域Ｃ

保 存 版保 存 版

能代市防災ハザードマップ能代市防災ハザードマップ
　自然災害の発生を防ぐことは困難ですが､一人ひとりの日頃からの備えと心がけにより､被害を減らすことは可能です｡

災害はいつ発生するかわかりません｡自分を守れるのは 「自分自身」 です｡

　災害時に安全に避難するためには､日頃から指定緊急避難場所 ・ 指定避難所の場所や避難経路上の危険箇所を確

認しハザードマップに書き込んだり､家族の連絡方法やいざというときの行動を話し合うようにしてください｡

避難場所

家族の集合場所

名　前 会社 ・ 学校等 電話番号

連絡先 電話番号

能代市役所本庁舎

能代市役所二ツ井町庁舎

５２－２１１１

７３－２１１１

わが家の防災メモわが家の防災メモ

■最寄りの避難場所■最寄りの避難場所■家族などの連絡先■家族などの連絡先

お問い合わせ先お問い合わせ先 能代市総務部総務課 防災危機管理室能代市総務部総務課 防災危機管理室

秋田県能代市上町１－３　Tel.0185-89-2115　FAX.0185-89-1792

能代市外局番 (０１８５)■主な連絡先■主な連絡先

能代消防署 ５２－３３１１

二ツ井消防署 ７３－２３２７

能代警察署 ５２－４３１１

二ツ井交番 ７３－３０４６

平成 29 年 3 月　作成

避難情報は３種類 情報の伝達経路

避難行動の新しい考え方

秋田地方気象台 ・ 国土交通省秋田地方気象台 ・ 国土交通省

秋田県秋田県

能　　代　　市能　　代　　市

災害対策本部災害対策本部

消　防消　防

警　察警　察

自主自主

防災組織防災組織

防　災防　災

行政無線行政無線

テレビ･ラジオテレビ･ラジオ

インターネットインターネット

地　域　住　民地　域　住　民

　災害が発生し､または発生するおそれがある場合は､市長が避難勧告､避難指示を発令します。 しかし､避難勧告などが発令されなくても､自ら危険が迫っている

と判断される場合は､自主的に避難しましょう。

　避難所では大勢の方々と共同生活をし､場合によっては避難所での生活が長引くこともありますので､共同生活のルールを守り､お互いに助け合って生活するよう

心がけましょう。

災害状況に応じて発令され､防災行政無線などでお知らせします 情報の伝達は以下のとおりです

いつでも避難のできるよう準備を始めましょういつでも避難のできるよう準備を始めましょう

避難を始めてください避難を始めてください

ただちに避難してくださいただちに避難してください

身の危険を感じる人､避難に時間がかかる人 （ご高齢の方､障がいのある方､
乳幼児をお連れの方） は避難を開始してください。

すみやかに避難所へ避難してください。

直ちに避難してください。 外出することでかえって命に危険が及ぶような状況
では､自宅内のより安全な場所に避難してください。

避難準備･高齢者避難準備･高齢者
等避難開始等避難開始

避難準備･高齢者
等避難開始

「避難行動」 とは､数分から数時間後に起こるかもしれない自然災害から 「命を守るための行動」 のことです。
具体的には､以下のすべての行動が避難行動です。

①　指定緊急避難場所 ・ 避難所への移動①　指定緊急避難場所 ・ 避難所への移動
②　（自宅から移動しての） 安全な場所への移動 （公園､親戚や友人の家等）②　（自宅から移動しての） 安全な場所への移動 （公園､親戚や友人の家等）
③　近隣の高い建物等への移動③　近隣の高い建物等への移動
④　建物内の安全な場所での待機 （自宅の２階など）④　建物内の安全な場所での待機 （自宅の２階など）

水平避難水平避難
（立退き避難）（立退き避難）

垂直避難垂直避難
（屋内安全確保）（屋内安全確保）

災害から命を守るための行動

災災 害災災 害 がが起が災 害 が起きたら！

避 難 勧 告避 難 勧 告避 難 勧 告

避 難 指 示避 難 指 示
（緊急）（緊急）

避 難 指 示
（緊急）

害害害災 害災 害災災災災災 害災災災災災災災災災災災災 害害害害害害害害害害害害害害害害害害害災災災災災 害災災災災災災災災災災 害害害害害害害害害害害害害害害害災災災災災災災災災災災災災災災災災災災 害災災 害災災災災 きたら！ららたきたきたらたたらきたきたき起きたら！ががががが起がが起き ！！！！！が らたがが起きたら！が起きたが起きたら！災 害災 害 が起きたら！が起きたら！

指定緊急避難場所

指定避難所

防災無線 （アンサーバック無）

防災無線 （アンサーバック有）

市役所

消防署

警察署

高速道路

一般国道

主要地方道 ・ 一般県道

鉄道

名　　称表　記分類名　　称表　記分類

そ 

の 

他 

記 

号 

な 

ど
７

３

浸
水
の
深
さ
の
目
安

日本海中部地震で発生した
津波浸水区域

津波到達予想時間30 分

0 ～ 0.5ｍ

0.5 ～ 3ｍ

3 ～ 5ｍ

10ｍ以上

5 ～ 10ｍ

避難方向

発生日時

震源地

規模

津波

人的被害

住家被害

昭和５８年５月２６日　１２時００分１８秒

能代沖約１００km　深さ１０km

北緯４０度４０分　東経１３９度１０分

マグニチュード７.７　震度５　強震

第 １ 波　１２時２６分頃

最高波高　約１１ｍ（落合海岸付近）

死者３８人　負傷者１４７人

全　　壊　　 ６８３棟

半　　壊　１.５９６棟

一部破損　　 ９８２棟

日本海中部地震の概要

能代市

津波ハザードマップ

インターネット等による情報の入手先

秋田県内の気象予報､防災情報､観測情報など

http://www.jma-net.go.jp/akita/

http://sabo.pref.akita.jp/kasensabo/

県内の被害状況や避難情報など

http://www.bousai-akita.jp/

全国のリアルタイム雨量 ・ 水位の情報を提供

http://www.river.go.jp/

http://www.i.river.go.jp/s/

能代市の最新情報を提供

http://www.city.noshiro.akita.jp/

災害時には防災行政無線でお知らせします。
また､防災行政無線の放送内容をテレホンサービス
で聞くことができます。
内容は放送終了後２４時間まで確認できます。

　　　テレホンサービス電話番号

　　　　　　　０１８５－５４－４８９００１８５－５４－４８９０

テレビによる情報の入手例

NHK総合テレビを表示し､リモコンの 「ｄ（データ放送）」 ボタン
を押してください。

リモコンの矢印で 「防災･生活情報」 に合わせ､「決定」 ボタン
を押してください。

お住まいの市町 ( テレビに設定している郵便番号で判定 ) から情報が発信されていれば
「避難情報 ( 準備･勧告･指示 )」 「避難所開設情報」 の表示が赤くなるので､選択すると
それぞれの情報が表示されます。
※県内のどこの地域にも情報がない場合は､ボタンがグレーになります ( 選択できません )。

1

2

3

安否確認 災害時に家族と連絡が取れない場合は

　災害時には電話が混雑して､家族と連絡が取れないことがあります。
そんな時には､「１７１」 をダイヤルし､利用案内に従って伝言の録音･再生
を行って下さい。 利用の開始や録音件数など､利用条件については NTT
が決定し､テレビ･ラジオなどを通じてお知らせします。

再　生　方　法再　生　方　法録　音　方　法録　音　方　法

１７１１７１ １７１１７１

案内放送が流れます。 案内放送が流れます。

２１

（例） ０１８５-XX-XXXX（例） ０１８５-XX-XXXX
自宅の電話番号

（例） ０１８５-XX-XXXX（例） ０１８５-XX-XXXX
連絡を取りたい方の電話番号

※災害伝言ダイヤルは､一般電話の他に公衆電話､携帯電話からも
　 利用できます。

　インターネットを利用して､被災地域の方が伝言情報 ( テキスト ) を登録
できます。　登録された伝言情報は全国 ( 海外含む ) から確認し､追加の
伝言を確認することが可能です。 携帯各社の災害伝言板に登録された
伝言を検索することもできます。

市外局番市外局番から電話番号電話番号

または携帯電話番号携帯電話番号を入力

伝言を登録登録するとき 伝言を確認確認するとき

「登録」 をクリック 「確認」 をクリック

伝言を登録します。 伝言を確認します。

（例） ０１８５-XX-XXXX（例） ０１８５-XX-XXXX

災害時の情報 入手方法報報時 情報時の情報情情時時害時害時災害災害災災災災 報報害害 情情報報情情のの時時災 報害時の情報災災災災 の害害時の情報災災災災災災害時の情災災 の災 方法方法方方手手方入手入手入入 方方手入入手方法法法方入災害時の情報災害時の情報 入手方法入手方法

NTT 災害用伝言板「Web171」NTT 災害用伝言板「Web171」NTT 災害用伝言板「Web171」NTT 災害用伝言板「Web171」

災害用伝言ダイヤル 171災害用伝言ダイヤル 171災害用伝言ダイヤル 171災害用伝言ダイヤル 171

https://www.web171. jp/https://www.web171. jp/https://www.web171. jp/https://www.web171. jp/
にアクセス

データ
ｄ

災害情報のほか､市からのお知らせをリアルタイ
ムに情報を発信しています。電子メールを受信
できるパソコンや携帯電話があれば､どなたでも
無料でご利用いただけます。

受信したいメール配信の右にある 「登録する」
をクリックし､何も入力せずメールを送信してく
ださい。

http://www.city.noshiro.akita.jp/mag.html

県内の雨量､水位観測所の観測データなど

http://sabo.pref.akita.jp/kasensabo/mobile

能代市ホームページ

秋田地方気象台

秋田県河川砂防情報システム

秋田県防災ポータルサイト

秋田県河川砂防情報システム
携帯電話版

国土交通省 「川の防災情報」

「川の防災情報」 スマホ版

防災行政無線 ・ テレホンサービス

防災メール配信サービス

外水氾濫

　堤防から水があふれ出したり､決壊するなどして､川の水が市街地
や農地に流れ込む現象です。 浸水の勢いが強く､氾濫は一気に拡
大します。
　この洪水ハザードマップは､外水氾濫を対象にしています。

内水氾濫

　排水先の本流の水位が高くなり､支流の水が排水できずに宅地や
農地にたまってしまう現象です。 外水氾濫に比べ､勢いはありませ
んが､地盤の低い地域は注意が必要です。

※平成２４年発行の｢悪土川流域｣｢比井野川流域｣の内水ハザードマップを参照
　 してください。

警報 ・ 注意報発表基準

情報の種類情報の種類 発表基準発表基準

大　雨　注　意　報

洪　水　注　意　報

強　風　注　意　報

大　　雨　　警　　報

洪　　水　　警　　報

暴　　風　　警　　報

記 録 的 短 時 間 大 雨 情 報

注　

意　

報

注　

意　

報

警　
　
　

報

警　
　
　

報

陸上　　12m/s
海上　　12m/s

陸上　　18m/s
海上　　18m/s

１時間雨量　100mm

※秋田地方気象台発表基準 （能代地域）

台風への対応 気象情報を確認しよう！気象情報を確認しよう！

集中豪雨への対応 あやしいと思ったら即行動しよう！あやしいと思ったら即行動しよう！

竜巻への対応 頑丈な建物内に避難しよう！頑丈な建物内に避難しよう！

屋内

屋外

●テレビ ・ ラジオで台風情報を確認する
●窓ガラスにガムテープを貼り、 カーテンを閉める
●停電や断水に備えて準備をする
●いつでも避難できるよう持出し品を準備する

●車の使用は控える
●突然の飛来物に注意する
●川や沼などには近づかないようにする
●指示があった場合は避難する

●空がうす暗くなったり､雷鳴や稲妻を確認したら
　 建物内へ避難する
●ヒヤッとした冷たい空気が吹き出したら注意する
●大粒の雨やひょうが降り出したら建物内へ避難する
●周囲より低い位置にいる場合は､高い場所へ移動

屋内

屋外

●窓から離れる
●雨戸を閉める
●地下室や建物の最下階に移動する
●家の中心部､窓なしの部屋へ移動する
●頑丈な机の下に入り､両腕で頭と首を守る

●近くの頑丈な建物に避難する
●看板等の落下物に注意する
●車庫 ・ 物置 ・ プレハブは避難場所にしない
●建物がない場合は､水路などのくぼみに身をふせ､
　 両腕で頭と首を守る

風水害 から身を守る害害水害水害風水風水風風風風 害害水水風風風風水風水害害害害風水害 守る守る身 守身を守身身から身 守身身 るるから をか る身を守から身を守ら る風水害風水害 から身を守るから身を守る

平　 坦 　地　１時間雨量　25mm
平坦地以外　１時間雨量　30mm

平　 坦 　地　１時間雨量　25mm
平坦地以外　１時間雨量　30mm

平　 坦 　地　１時間雨量　40mm
平坦地以外　１時間雨量　50mm

平　 坦 　地　１時間雨量　40mm
平坦地以外　１時間雨量　50mm

身の安全を守ろう外水氾濫と内水氾濫

　市民のみなさんに被害を及ぼす水害には 「外水氾濫」 と 「内水氾濫」 があ
ります。 これらの氾濫は､それぞれ発生する要因が異なるため､発生する場所
や時間が異なります。発生する要因や状況を理解し､水害から身を守りましょう。

自主防災組織の活動 自主防災組織で災害に強い地域をつくりましょう

平
常
時
の
活
動

災
害
時
の
活
動
例

●防災知識の普及

●防災訓練の実施

●地域内の災害危険箇所などの確認

●家庭内の安全点検

●防災用資機材の整備点検

●災害時要支援者の確認

●本　　　　 部

●情 　報　 班

●消 　火　 班

●避難誘導班

●救出救護班

●給食給水班

防災関係機関への情報提供 ・ 協力
避難所の運営

災害に関する情報の収集
住民に対する正しい情報の伝達

出火防止および初期消火活動

住民の避難誘導､避難者の把握

負傷者の救出､救護活動
救護所への搬送

水や食料などの配分への協力
炊き出しなどの給食 ・ 給水活動

要配慮者を地域で支えましょう

　高齢､傷病､障がいなどにより行動や情報の入手に制約があり､災害の危険を察知し
たり､助けを求めたり､災害にどう対処すべきかについて､地域の支援を必要とする人
です。
　要配慮者の方には､まわりの支援が必要です。  それは特別なことでなく､日頃の地
域のお付き合いの中で､「何かお手伝いできることは？｣という関係です。

■地域の皆さんにできる要配慮者支援■地域の皆さんにできる要配慮者支援

安否を確かめる安否を確かめる 避難をお手伝いする避難をお手伝いする 避難生活を支援する避難生活を支援する

　災害が発生したとき､まずは安否
を確認してください。 そうすることで
ご本人の不安を取り除くこともでき
ます。

　災害の状況に応じて､避難が必要
な場合は避難支援をお願いします。
　住宅の安全が確認できた場合は
無理に避難する必要はありません。

　毎日の声かけや食事の配慮など､
地域でできる支援を考えましょう。

非常時持出し品
貴重品類貴重品類

避難用具避難用具

生活用具生活用具

救急用具救急用具

非常食品非常食品

衣料品衣料品

その他その他

預金通帳

印鑑

保険証

免許証

懐中電灯

携帯ラジオ

予備の乾電池

ヘルメット ・ 防災ずきん

厚手の手袋

毛布

缶切り

ライター ・ マッチ

ナイフ

携帯用トイレ

救急箱

処方箋の控え･お薬手帳

胃腸薬･便秘薬･持病の薬

生理用品

乾パン

缶詰

栄養補助食品

アメ ・ チョコレート

飲料水

下着 ・ 靴下

長袖 ・ 長ズボン

防寒用ジャケット ・ 雨具

携帯用カイロ

□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□

地　域 で災害に備えよう域域域地　域域域地地地 域域地 域域地 域 備えよう備えよう害害に備災害災害災災で災害 備備 うよええで に災害に備えよ災で災害に備えよう災地　域地　域 で災害に備えようで災害に備えよう

　大規模災害が発生したとき､公的機関の対応 （公助） には限界があります。

そのような事態に備えるため､自分の命を自分で守ること （自助） と､地域で

協力し合い防災活動に取り組む自主防災組織の取り組み （共助） が非常に

重要です。

　日頃から自治会 ・ 町内会内で声をかけ合い､地域ぐるみで防災の取り組み

を進めましょう。

通帳､カード､健康保険証､
運転免許証などは番号を控
えたメモかコピーを用意して
おくといいでしょう。

懐中電灯はできれば一人に
一つ用意したいものです。

避難所生活に最低限必要な
ものです。

日頃使っている常備薬も持
ち出せるようにしましょう。

最低３日分は用意しましょ
う。
そのまま食べられるものが
便利です。

衣類は動きやすいものを選
びましょう。

□

要配慮者とは

地震が起きた時の心得 地震に対する備え

能代市の活断層

●家具類の転倒 ・ 落下 ・●家具類の転倒 ・ 落下 ・
　　　　        移動防止対策　　　　        移動防止対策

●ケガの防災対策●ケガの防災対策 ●家屋や塀の強度確認●家屋や塀の強度確認

まずは身の安全を確保まずは身の安全を確保

揺れが収まったら火の始末揺れが収まったら火の始末

脱出口の確保脱出口の確保

外へ逃げるときはあわてずに外へ逃げるときはあわてずに

正しい情報を入手正しい情報を入手

冷静に避難冷静に避難

１

２

３

４

５

６

大きな揺れを感じたら､まずは丈夫な机やテーブルなどの下に身を隠します。
座布団などが身近にあれば､頭を保護しましょう。

揺れが収まったら､すばやくガス器具やストーブなどの火を消しましょう。
ガスは元栓をしめ､電気はブレーカーを落としましょう。

揺れでドア枠が変形し､開かなくなってしまうことがあります。
玄関や部屋のドア､窓などを開け､いつでも逃げられるようにしておきましょう。

外ではガラスや瓦､看板などが落ちてくることがあります。
あわてず状況を判断しましょう。（室内の移動にはスリッパをはきましょう）

ラジオやテレビ報道などで正しい情報を入手しましょう。
市の防災行政無線などの災害情報に注意を払いましょう。

揺れが収まっても､火災や建物崩壊の危険性を感じた時は､冷静に判断
して避難しましょう。 車は使わず徒歩で避難するようにしましょう。

地　震 から身を守る震震震震地　震震震地地　震震震地 震地 震震震地 守る守る身 守身を守身身から身 守身身 るるから をから身を守る身を守から身を守ら地　震地　震 から身を守るから身を守る

　｢活断層｣とは､過去数十万年間に､約千年から数
万年の間隔で繰り返し活動してきた跡が地形に明
瞭に現れており､今後も活動を繰り返すと考えられ
るものを言います。

　能代断層帯は､八峰町峰浜から能代市を経て三種
町八竜に至る断層帯です。
　長さは約 22km 以上で､南北に延びており､断層の
東側が相対的に隆起する逆断層です。
　平成 17 年の地震調査研究推進本部地震調査委
員会の発表によると､この断層の平均活動間隔は
1900 年～ 2900 年と推定され､最新の活動時期は
1694 年の能代地震と考えられます。

・ 家具やテレビ､パソコンな
　どを固定する
・ 避難に支障がないように
　家具を配置しておく

・ 散乱物でケガをしないよ　
　うスリッパやスニーカーを
　身近におく
・ 懐中電灯をすぐ使える場
　所におく
・ 食器棚などはガラスの飛
　散防止措置をしておく

・ 家屋の耐震診断を受け、
　必要な補強をしておく
・ ブロックやコンクリート
　などの塀は､倒れないよう
　補強しておく

津波からの避難は｢遠く｣よりも｢高く｣！

津波警報･注意報の分類ととるべき行動

予想される津波の高さ
とるべき行動数値での発表

（発表基準）
巨大地震の
場合の表現

１０ｍ超１０ｍ超
（10m ～）

１０ｍ１０ｍ
（5m ～ 10m）

５ｍ５ｍ
（3m ～ 5m）

３ｍ３ｍ
（1m ～ 3m）

１ｍ１ｍ
（20cm ～ 1m）

巨大巨大

高い高い

（表記しない）

　沿岸部や川沿いにいる人は､すぐに
高台や避難ビルなど安全な場所へ
避難してください。

　津波は繰り返し襲ってきます。
　津波に関する警報等が解除される
まで､安全な場所から離れないでくだ
さい。

　ここなら安全と思わず､より高い場所
を目指して避難しましょう！
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報
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津波の特徴 身を守るために知っておきましょう

津波と高潮の違い

津波は繰り返し襲来する

津波は川を遡上する

水深が浅くても危険

引き波があるとは限らない

満潮のときは要注意

　高潮は気圧や風の影響により､海表面の波が
高くなり､短い周期で押し寄せますが､津波は
地震による海底地形の変動などが原因で起こる
ため､海底から海面までの海水全体が動き､水の
壁となって長い周期で押し寄せます。

●津波は繰り返し襲ってきます。 また､最初に到達する波が最も
　 大きいとは限りません。
●一度波が引いても､津波警報が解除されるまで安全な場所から
 　離れないでください。

●津波は河口から侵入し､何キロメートルも上流に遡上 ( 逆流 )
 　することがあります。
●遡上した津波が､河川堤防を越えて沿岸地域に大きな被害を
 　もたらすことがあります。

●水中では歩行速度が低下するため､少しの浸水でも避難の妨げ
 　になります。
●津波は勢いのある水が押し寄せてくるため､深さ 15cm でも足元
 　をすくわれてしまう可能性があります。

●津波は引き波から始まるとは限りません。
●地震の種類や震源付近の地形などの影響によっては､いきなり
 　津波が襲ってくることがあります。

●満潮のときは水位が高くなっているので､津波が高くなり､被害
   が大きくなることが想定されています。

津　波 から身を守る波波波波波波津 波津　波津津 波波津津津津 波波津 波波津 波津 波津津 波波津津 守る守る身 守身を守身身から身 守身身 るるから をか る身を守から身を守ら る津　波津　波 から身を守るから身を守る

　海岸付近にいるときに､地震の強い揺れや長い揺れを感じ
たら､津波警報等の有無にかかわらず､自らの判断で迷うこ
となく一刻も早く､できるだけ高い場所に避難してください。
　また､周りの人たちにも避難を呼びかけ､率先した避難を心
がけましょう。

　津波からの避難では､海抜が高いところほど安全です。　ハザードマップを確
認して､海抜１０ｍ以上の場所や津波の浸水範囲の外まで避難することを目標
とし､時間がない場合は津波避難ビルや鉄筋コンクリートの建物の３階以上に
逃げることを目安としてください。

土砂災害警戒区域の設定について 土砂災害の種類と特徴

　土砂災害防止法に基づき､土砂災害警戒区域および土砂災害特別

警戒区域が指定されました。

　土砂災害が発生する恐れがある箇所は､事前に秋田県によって調査

され､公表されています。

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

　住民の生命または身体に危険が生じる恐れがあると認められる区域
です。
　災害情報の伝達や避難が早くできるように地域防災計画に定められ、
警戒避難体制の整備が行われます。

　建築物に損壊が生じ､住民の生命または身体に著しい危険が生じる
恐れがあると認められた地域です。
　特定の開発行為の制限､建築物の構造規制､移転勧告等が行われ
ます。

警戒避難体制の整備 ハザードマップの作成 ・ 配布

開発行為に対する許可 建築物の構造規制 建築物の移転勧告

がけ崩れ POINTPOINT 一瞬にして崩壊します一瞬にして崩壊します

　雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落ちる現象です。
  崩れた土砂は､斜面の高さの２～３倍も離れた距離まで届くことが
あります。 突然起き､スピードが速いので､危険を感じたらすばやく
避難することが大切です。

以下のような前兆現象がみられることがあります

前兆前兆
現象現象

●がけの上から小石がぱらぱらと落ちてくる
●斜面に亀裂ができる
●斜面から水がわき出す

地すべり POINTPOINT 広い範囲に被害が及びます広い範囲に被害が及びます

　山地の斜面をつくる岩石や土壌が､斜面下方へ移動する現象です。
　広い範囲で発生するため､住宅や田畑､道路などに大きな被害を
及ぼします。

前兆前兆
現象現象

●地面にひび割れができる
●地面の一部が陥没したり､隆起したりする
●池や沼の水かさが急に変わる
●沢や井戸の水が濁る

土石流 POINTPOINT 猛スピードでやってきます猛スピードでやってきます

　山腹や川底の石や土砂が､長雨や集中豪雨などの大量の水と一緒
になって一気に流れ出る現象です。
　一瞬のうちに辺りの家や畑をつぶして押し流します。

前兆前兆
現象現象

●山鳴りがする
●雨が降り続いているのに､川の水位が下がる
●川が濁ったり､流木が流れる

土砂災害 から身を守る害害災害災害災災砂砂災砂土砂災砂災害害土土砂砂砂災害土 災災災砂災砂砂砂 害砂災害害害災災災災災災害災災 守る守る身 守身を守身身から身 守身身 るるから をか る身を守から身を守ら る土砂災害土砂災害 から身を守るから身を守る


